





本稿は、東海学園大学スポーツ健康科学部が 2015 年 11 月 12 日に実施した「とうがく競技祭 2015」









ている。大学連携の締結から 2 年余りが経ち、工夫に富ん だ大学独自の取り組みも多数報告されている1）。















である。とはいえ、2015 年に 2 回目を開催したばかりの本イベントは未だ模索状態にある。
本稿では、競技祭 2015 で新たなプログラムとして導入した「パラリンピック種目の体験」の内容と
その教育効果について報告する。以降では、イベント全体をさす場合には「とうがく競技祭」とし、








ることである。このオリパラ教育の対象は、スポーツ健康科学部の 2 年生と 1 年生である。 2 年生は





また、「とうがく競技祭」は、 1 年生を対象とした学部行事も兼ねていることから、 1 年生は学年全
員（2015 年度は 289 名）が参加することを義務付けている。その他にも、 1 年生同士のチームワーク
醸成という目的も含まれることから、現在のところ 17 つのゼミを 4 団（赤・青・黄・緑）に分けた団
別対抗戦形式で行っている。
3．プログラムおよび運営上の変更点
表 1 は、競技祭 2014 と 2015 のプログラムである。変更点は太字にして示した。競技祭 2014 からの









































①各ゼミナール内で 2 人組のペアをつくり、 1 名がガイド、 1 名がランナーとなる。
②各ペア、 1 回の走行距離は 100 ｍとする。
③ガイドとランナーは、50cmのガイドロープの両端を持って走行する。　
④ガイドは奇数レーン（ 1・ 3・ 5・ 7）、ランナーは偶数レーン（ 2・ 4・ 6・ 8）を走行する。























① 1 回の走行は 1 人 50 ｍとする。
②チームは、各団 1 つのゼミナールで 1 つのチームを編成する。
③ 1 名ずつホイールチェアに乗り直線 50 ｍを走行する。
④陸上競技のトラック 2 レーン分をホイールチェアリレーの 1 レーン分とする。
⑤ 50m地点（中継地点）で次走者とホイールチェアを乗り換える。

















①コートは、サイドライン 5 ｍ、エンドライン 6 ｍとし、ネットの高さは約 1 ｍとする。（人工芝で
行ったためコートはロープで張り、ネットはバトミントンのネットを使用し、両サイドをハードルに［男
子一般の高さ 106.7cm］に取り付けた。）
② 1 チーム 6 人、ゼミナール別の対抗戦形式で行う。
③セットごとにメンバーを入れ替え、全員が体験するようにする。














得点板× 2 個、バレーボール× 2 個、ネット× 2 張、ハードル 8 個、ホイッスル× 2 個、




にする。1 年生を対象に行ったアンケート調査は、イベントそれ自体の評価を問う 8 項目とオリンピッ

































































写真 1から 4は、競技祭 2015 で行ったパラ体験の様子である。
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